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次に，上記数値計算の結果に基づき，孔の径が 0.1 μm の多孔膜（30×30 mm）
の表裏に 200 μm 程度の流路を設けた構造の装置を開発し，He-Ne および
He-Ar 混合気体に対して実験を行っている．実験の結果，多孔膜に沿う方向
の大きな濃度変化が測定されており，これは，本装置により実際に分子交換
京都大学 博士（工学） 氏名 中 江 修 二 












具体的には，全長約 15 cm の装置に最大で 90 K の温度差を与えることで，





ている．Knudsen ポンプとして，第２章で開発した装置を基に，面積 18 cm2
の多孔膜を用い，膜に 100 K の温度差を与えることが可能な装置を開発して
いる．このポンプは，流量が無い場合では 4.2 kPa の圧力差を，圧力差が無
い場合には 220 sccm の流量を発生する，前例のない大流量 Knudsen ポンプで
ある．このポンプと第２章で試作した装置を組み合わせ，総面積 27 cm2の多





































４． 上記の混合気体分離の実験において，前例の無い大流量 Knudsen ポンプ
の作製に成功した．このポンプは，面積 18 cm2の多孔膜に 100 K の温度
差を与えることで，最大 220 sccm の流量で熱遷移流を誘起できる． 
本論文は，専ら化学工学分野で研究されてきた混合気体分離に対し，分子気
体力学の理論的成果を応用することで，従来からの手法の原理的な制約を取り
除き，新しい分野を拓こうとするものであり，学術上，実際上寄与するところ
が少なくない．よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるもの
と認める． 
また，平成２８年１月２１日，論文内容とそれに関連した事項について試問
を行って，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，
合格と認めた． 
 
 
 
 
